



















































特集   日本研究の道しるべ――必読の一〇〇冊
中国や朝鮮半島の諸王朝からは﹁倭﹂と他称されてきた︒ ﹁ヤマト﹂などの自称の対象となった人間集団・政治組織・領域などのアイデンティティは︑いつどのようにして出来あがったのか︒また︑ ﹁倭﹂などと他称された人間集団・政治組織・領域は︑いつどのようにして外部の人々の眼に一体として像を結ぶようになったのか︒　
第二は︑そのような自己意識や他者認識としてのみ実体化されて

















































時四十代前半だった東洋考古学者の江上波夫が︑いわゆる﹁騎馬民族征服国家説﹂を主張した︒この説には︑反論に対する随時の修正なども含めて多くのヴァージョンや部分的叙述が存在するが︑本書はもっと まとまった形として出版され︑現在でも入手しやすい︒その骨子は︑大陸で発展した騎馬民族が朝鮮半島 南下してそこを支配し︑四世紀の後半には海を越えて九州に上陸 五世紀には近畿に広がって在来の勢力を圧倒し︑それ 合作 ながら新た 征服王朝を打ち立てたことが日本国家の起源となったとするものである︒　
考古学的文化をとらえて背後の人間集団の動きを読むという︑先
述の手順そのものへ明確な方法的意識は︑江上の記述の中には見てとれない︒しかし実際には︑古墳 副葬品とし 出土する 具・武具および北方系文物からなる要素群を考古学的文化ととらえ︑記紀も含めた文献資料の記述も動員しつつで あるが︑そ ような考古学的文化の背後に騎馬民族という人間集を措定す 点で 考古学的文化の認識から人間集団 歴史 復元 いく いう古典的大枠での代表的試みといえる︒
　
この説の最大の方法的特徴は︑古墳時代を境として︑日本列島主
要部の支配層の考古学的文化が南方的・農民的・平和的なものから北方的・武人的・戦争的なものへと不連続に交代するととらえ︑それが︑それぞれの背後 人間集団 不連続的交代を示 と解釈することにある︒したがって︑この説がはらむ考古学としての方法的問題も︑①考古学的文化 交代はありえたのか否か︑②考古学的文化がストレート 人間集団を反映するか否か︑という二つの点 整理できる︒　
事実︑①の点については︑前方後円墳 存続に端的に認められる





















特集   日本研究の道しるべ――必読の一〇〇冊
科学で強まり始めた新たな思潮である︒進取の気性に富む機動的な遊牧集団が︑保守的で定住度の高い農耕集団を征服することによって国家や王朝を生み出すというシナリオ自体は江上オリジナルのアイデアではなく︑古くから国家形成の一つのパターンとして認識されていた︒西アジアのヒッタイト︑エジプト ヒクソス︑中国の元・清などのいわゆる征服王朝などの多くの例があげられ騎馬民族征服国家説は︑このパターンを日本の国家形成に当て めようとしたものにほかならない︒皇国史観崩壊の直後︑歴史叙述を通じて﹁何ら特別で ﹂日本と︑ ﹁世界によくある﹂そ 過程を描き出したのである︒　
しかし︑この種の国家形成論は︑征服や侵略をした集団の内部矛









































































































濠集落からなる考古学的文化を︑朝鮮半島南部から渡来して水稲農耕を始めた集団の存在証明とし︑この﹁渡来人﹂集団が日本列島で最初に水稲農耕を営んだことを弥生時代 開始と定めるに至ったのである︒この考古学的文化は︑その後数百年 かけて︑要素を欠落・変容させながら九州 東北まで 広い範囲に広まったが︑諸要素の中 も殊更 田
（水稲農耕）
の存在が重視され︑ともかく
も日本列島の中でそれが到達し ところまでが﹁ 文化﹂の範囲と規定されて︑それが﹁中の文化﹂として本土の日本人・日本国・日本文化の源と理解さ るよう なった︒都出 言う国家や民族の形成も︑この﹁中の文化﹂の内側で行われ こ に ︒　
考古学の立場から︑ ﹁中の文化﹂の両側に﹁北の文化﹂と﹁南の




















































をより厳密かつ正確に踏まえることや︑ ﹁文化﹂という概念の実体をさらに科学的に追及する必要性などが︑梅原の所論を中心とする縄文基層文化論には求められる︒ことに︑科学的には個々 の脳と相互の伝達が生み出す現象であ ﹁文化﹂に﹁基層﹂や﹁表層﹂のようなものが存在するのか否か ついて 近年進展した認知科学や 科学に立脚した認知考古学の立場から批判がある
（松本
   
二〇一二）
︒しかしながら︑このような要望や批判を十分に認めた
うえで留意したい は︑梅原らの言説が︑それまでは関心のなかった人も含めて多くの人々の関心 縄文時代に向けさせ︑過去と対話する機会を開いたという点であ ︒縄文時代の遺跡 保存と活用のその後にも︑それは大きな影響を与えた︒現代社会と との関係を考えるパブリック・アーケオロジーの国際的議論に照らしても学問として 考古学の役割が何なのかを考えさせる事例である︒
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生態や自然を重視する思想を代弁するかのような在来的﹁縄文﹂と︑科学技術 現代文明につながる印象を与えら た外来的﹁弥生﹂のいずれに共感するかという問いは︑学界に起源し︑マスコミなどを通じて日本の市民に投げかけられ 一種の遊びであるが 日本や日本人とし のアイデンティティを一元回帰的ではなく二者択一的に考えさせる点は︑考古学が作り出した源流として 日本論・日本人論の特徴として興味深い︒　
もちろん︑縄文と弥生の関係については︑最新の資料や認識に


























いずれも﹁縄文﹂ ﹁弥生﹂ ﹁古墳﹂という文化と時代の基本概念を枠組みとして叙述された日本研究の業績である︒しかし︑この三つの概念は︑日本のみに適用されてきたもので︑それ以上の広がりや国際的普遍性は っさいもたない︒日本国や日本人︑ひ てはその前提となる日本語までもが形成 ているかどうかもわからない先史の段階に︑その存在をアプリオリに前提としたこ ような概念を用いて日本の形成を論じるこ 自体︑循環論的な誤
ごびゅう
謬に陥る危険をは
らんでいよう︒その危機意識にも動かされて︑日本の過去 とらえ方にかかわるこ した枠組み自体 見直し 再編成しようとする動きが︑近年目立つ になってきた︒　
この三つの概念は︑もともと︑明治以降の考古学の営みの中で形















また別の視点から︑弥生文化という概念の見直しを提案する︒藤尾は︑弥生文化を﹁灌漑式水田稲作を選択的生業構造 中に位置づけた上でそれに特 し︑一旦始めれば戻ることなく古墳文化へと連続していく文化﹂と定義 なおし ︒そうす と︑たとえば一度水田稲作を始めながらも元の採集狩猟社会に戻ってしまっ 東北北部は︑水稲農耕の存在を重視する従来の弥生文化の概念ではその中に含ま
れることになるが︑藤尾の提案に従えば弥生文化の範囲外に置かれることになる︒生態・生活・社会の実態に応じて弥生文化の多様さを最大限に見積もり︑場合によっては別の文化の設定も辞さないというのが藤尾の目下の姿勢であり︑こうした取り組みは︑日本の形成を論じ ときの基本的枠組みとな き 先述の﹁北・中・南︑三つの日本文化論﹂ 根幹 も大きな影響を与えよう︒　
私論では︑ ﹁考古学的文化﹂すなわち﹁繰り返し共伴する遺物・














































が井上章一による本書である︒日本の歴史学では明治時代の議論経て︑武士が台頭す 平安 代後半以降が中世の起点とされるが︑中国史では漢帝国が三国へと分裂す きからを中世とする見方有力である︒井上は︑日本におけるこ 中世 ﹁遅さ﹂を問題とた︒　
先史時代を対象とする考古学の立場からすると︑現状の日本歴史











れない︒しかし︑漢帝国の時期が古代であるとすれば︑そことの交渉が北部九州に﹁王﹂や﹁ ﹂を生み出して日本列島の社会の中核を形成していた弥生時代を日本の﹁古代﹂とするヴィジョンも見えてこよう︒井上のこの著書は 前項で述べた縄文・弥生・古墳という枠組みの見直 とも密接 関連しつつ︑考 学による日本や日本人・日本国の生成論に︑今後きわめて大きな影響 及ぼすことと思われる︒参考文献梅原猛・中上健次
　
一九八四
　﹃君は弥生人か縄文人か
︱︱
梅原日本学講義﹄集
英社（集英社文庫︑一九九四）
木下尚子
　
一九九六
　﹃南島貝文化の研究
︱︱
貝の道の考古学﹄法政大学出版局
国立科学博物館・国立歴史民俗博物館ほか（編）
　
二〇〇五
　﹃縄文
vs弥生﹄読
売新聞東京本社
佐々木高明
　
一九七一
　﹃稲作以前﹄日本放送出版協会（改訂新版︑洋泉社︑
二〇一一）
︱
︱
︱
　
二〇〇七
　﹃照葉樹林文化とは何か
︱︱
東アジアの森が生み出した文
明﹄中公新書
瀬川拓郎
　
二〇一六
　﹃アイヌと縄文
︱︱
もうひとつの日本の歴史﹄ちくま新書
東北・関東前方後円墳研究会（編）
　
二〇一四
　﹃古墳と続縄文文化﹄高志書院
中尾佐助
　
一九七八
　﹃現代文明ふたつの源流
︱︱
照葉樹林文化・硬葉樹林文
化﹄朝日選書
藤尾慎一郎
　
二〇一五
　﹃弥生時代の歴史﹄講談社現代新書
︱
︱
︱
（編）
　
二〇一七
　﹃再考！
　
縄文と弥生
︱︱
歴博がめざす日本先史文化
の再構築﹄歴博国際シンポジウム資料集︑国立歴史民俗博物館
藤沢敦（編）
　
二〇一五
　﹃倭国の形成と東北﹄東北の古代史
2︑吉川弘文館
松木武彦
　
二〇〇七
　﹃列島創世記﹄全集
 日本の歴史
1︑小学館
︱
︱
︱
　
二〇一一
　﹁ ﹁世界﹂史の中の弥生文化
︱︱
環境・認知・文化伝達﹂ ﹃考
古学研究﹄第五八巻第三号
︱
︱
︱
　
二〇一七
　﹃縄文とケルト
︱︱
辺境の比較考古学﹄筑摩書房
松本直子
　
二〇一二
　﹁縄文の思想から弥生の思想へ﹂ ︑苅部直・黒住貢・佐藤
弘夫・末木文美士・田尻祐一郎編﹃日本思想史講座
1　
古代﹄ぺりかん社︑
二七～六四頁
都出比呂志
　
一九八九
　﹃日本農耕社会の成立過程﹄岩波書店
︱
︱
︱
　
二〇〇五
　﹃前方後円墳と社会﹄塙書房
